
１ 経緯等

２７年１０月 家庭ごみの有料化について諮問（市⇒清掃事業審議会）

２８年 ５月 家庭ごみの有料化について答申（清掃事業審議会⇒市）

２８年 ７月 家庭ごみのごみ減量の目標値 ４７０ｇ設定
※２７年度実績 ５７０ｇからマイナス１００ｇの減量目標

３０年１１月 家庭ごみマイナス１００ｇのゴール設定
目標の達成期限は、令和３年（２０２１年）３月までとする。

２ これまでの主な取組

家庭ごみの減量化・資源化推進への取組状況について

直ちに家庭ごみの有料化を実施するのではなく、それ以外の施
策を積極的に講じるよう要請するが、家庭ごみの減量化・資源
化の推進が見られない場合は、有料化の手法を用いるべき

報告事項①

４ 令和２年度の主な取組み

(1) 剪定枝資源化事業
家庭から出る剪定枝の資源化を図るため、粉砕機の貸し出しや購入に対し助成する

とともに、家庭内処理できないものについては、戸別収集を実施する。

①剪定枝の戸別収集
②剪定枝粉砕機の購入費補助（２分の１補助、上限２万円）
③剪定枝粉砕機の無料貸し出し

【戸別収集の申込フロー図】

(2) みんなで取組みごみ減量ＰＲ事業
家庭ごみの減量目標達成に向け、テレビＣＭやインターネット等を活用した広報

啓発を行い、生ごみの水切りの徹底や古紙の分別など家庭ごみの減量化・資源化を
促進する。

①テレビＣＭ（動画はホームページ等でも公開する。）
②インターネット広告
③リビングかごしまでの記事広告
④スーパーマーケットでの店内放送や市電の車内放送
⑤水切り器の配布 1,000個
⑥イベント、街頭キャンペーンでのチラシ配布

３ 課題

(1) ごみ減量に関心の薄い市民への意識啓発

(2) 生ごみの減量化

(3) 古紙類の分別対策

(4) 草木類の減量化・資源化
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５．ごみ量の推移（市民１人１日あたりの家庭ごみ量）
（単位：グラム）

28年10～12月
校区単位の説明会開催
160回

29年10～12月
町内会単位の説明会開催
750回

30年1月～
金属類の分別収集開始

2年6月～
剪定枝の戸別収集開始

2年6～8月
テレビＣＭ、インターネット広告
（生ごみ減量、古紙分別 ２種類）

目標値470

28年11月～
ごみ分別アプリ
配信スタート

4月～2月までは減少 3月に大幅に増加

令和元年度の計画収集量は、2月まで減少傾向であったが、新型コロナウイルスの影

響により、3月のごみ量が大幅に増加（7.9%）した結果、対前年度比で増加に転じた。

古紙類、プラスチック容器類、金属類等の収集量は市民の分別意識の高まりにより、

増加している。

　年度

区分 増減 比率(%)

176,556 174,265 173,903 ▲ 362 ▲ 0.21

6,087 3,541 4,125 584 16.49

5,420 5,819 6,119 300 5.16

188,063 183,625 184,147 522 0.28

8,572 8,638 8,603 ▲ 35 ▲ 0.41

13,250 13,348 13,599 251 1.88

3,436 3,593 3,898 305 8.49

395 408 411 3 0.74

5 13 10 ▲ 3 ▲ 23.08

280 1,740 2,001 261 15.00

29 26 ▲ 3 ▲ 10.34

25,938 27,769 28,548 779 2.81

214,001 211,394 212,695 1,301 0.62

12.1% 13.1% 13.4% ― ―

30,269 28,595 29,216 621 2.17

118,024 112,877 112,669 ▲ 208 ▲ 0.18

24,753 26,613 27,501 888 3.34

142,777 139,490 140,170 680 0.49

70,039 70,748 71,478 730 1.03

1,185 1,156 1,047 ▲ 109 ▲ 9.43

71,224 71,904 72,525 621 0.86
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５ 新型コロナウイルスによるごみ量への影響

　年度

区分 増減 比率(%)

176,556 174,265 173,903 ▲ 362 ▲ 0.21

6,087 3,541 4,125 584 16.49

5,420 5,819 6,119 300 5.16

188,063 183,625 184,147 522 0.28

8,572 8,638 8,603 ▲ 35 ▲ 0.41

13,250 13,348 13,599 251 1.88

3,436 3,593 3,898 305 8.49

395 408 411 3 0.74

5 13 10 ▲ 3 ▲ 23.08

280 1,740 2,001 261 15.00

29 26 ▲ 3 ▲ 10.34

25,938 27,769 28,548 779 2.81

214,001 211,394 212,695 1,301 0.62

12.1% 13.1% 13.4% ― ―

30,269 28,595 29,216 621 2.17

118,024 112,877 112,669 ▲ 208 ▲ 0.18

24,753 26,613 27,501 888 3.34

142,777 139,490 140,170 680 0.49

70,039 70,748 71,478 730 1.03

1,185 1,156 1,047 ▲ 109 ▲ 9.43

71,224 71,904 72,525 621 0.86
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コロナの影響
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